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生活支援コーディネーターとは、高齢者の生活支援・介護予防の基盤整

備を推進していく事を目的とし、地域において生活支援・介護予防サービ

スの提供体制の構築に向けたコーディネート機能を果たす方のことです。

※豊島区では「高齢者の生活支援推進員」としています。





意識の醸成

関係者、団体との
連携



区が主導によるコーディネーターの取り組み

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月



•高齢者の生活支援に関わる区全域の共通課題抽出や対応策を検討し、区全域での取
組や２層圏域での実践に繋げる。

•第一回:オンデマンド交通サービス「mobi」の活用について

•第二回:高齢者のICT活用について

地域のささえあいの仕組みづくり
協議会

（第１層協議体）

• 高齢者の買物移動支援「さぁ!いこうプロジェクト」立上げとモデル実施

• 介護予防リーダーとコーディネーターの交流会実施（担い手への支援）

区内全域の地域課題の把握、
取組提案

• 高齢者の生活支援推進員同士の定例会実施と地区定例会参加

• 育成研修の実施（講義及びICFシートを用いた事例検討など）

• 町会⾧など地域関係者への挨拶調整、同行

第２層生活支援コーディネー
ターの活動支援



地域の関係づくりと連携

• 包括、CSWとの定例会議を通した情報共有
• 町会、民生委員への挨拶や意見交換

担い手の発掘と地域課題への取り組み

• 自立支援型地域ケア会議へのケースへの地域資源活用の助言
• 圏域ごとの介護予防リーダー交流会の立上げ、実施



具体的には…



具体的には…



サロン、通所Bなど地
域の通いの場の開設

支援

お散歩マップの

作成

スマートフォンなどの
ICT活用の相談会

の開催

担い手の発掘

（65歳の地域デビュー支援）

社会福祉法人等の
車両を活用した移動
支援の仕組みづくり

ゴミ出しや買い物など
の生活支援の仕組

みづくり





• 地域の通いの場を中心とした高齢者の居場所づくりをさらに推進

１．区施設以外の活動場所の発掘と確保

• 退職前後の年代の区民へ、地域デビューの促進

２．担い手の発掘、地域活動に参加する人を増やす

• だれでも食堂、世代を超えたサロンなどを通じた交流の機会の創出

３．子どもや学生など、若い世代も含めた多世代交流


